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定期健康診断 （九段小）

身長や体重を潟つだり、あ医者さん
に健康状態を診ていだだきましだ。
今日は歯の検査です。虫歯ガ見つか

つだら、早く治してあきだいと思いま
す。

＊教育広報「かけはし」は資源保護の

ため再生紙を使用しています。
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小
・
中
学
校
に
お
け
る
情
報
教
育
の
充
実
に

必
要
な
経
費
で
す
。
特
に
、
小
学
校
に
お
い
て

は
、
今
年
度
中
に
全
校
に
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
を
導

入
し
、
早
期
か
ら
情
報
活
用
能
力
の
育
成
を
図

り
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
活
用
に
関
す
る
経
費

一
億
二
、
ハ
九
六
万
円

（
仮
称
）
外
神
田
三
丁
目
複
合
施
設

（昌
平
幼

．

小
）
、
（
仮
称
）
神
田
司
町
二
丁
目
複
合
施
設

（
千
代
田
幼

・
小
）

等
の
建
設
に
必
要
な
経
費

で
す
。

複
合
施
設
建
設
関
係

六
0
億
五
、

ハ
五
六
万
円

自
然
体
験
・
移
動
教
室
・
夏
季
施
設
関
係

九
、
五
七
三
万
円

総

額

―
ニ
ニ
億
ハ
、

千
代
田
区
教
育
委
員
会
の
教
育
目
標

干
代
田
区
教
育
委
員
会
は
、
来
る
べ
き
二
十
一
世
紀
に
む
け
て

干
代
田
区
の
教
育
の
歴
史
と
伝
統
を
継
承
•
発
展
さ
せ
、
心
身
と

も
に
健
康
で
干
代
田
に
誇
り
と
愛
着
を
持
つ
人
間
性
豊
か
な
区
民

の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
固
性
豊
か
な
文
化
の
創
迄
•
発
展
と
豊
ガ
な
干
代
田

区
の
形
成
に
貢
献
す
る
た
め
、
次
の
視
点
を
基
本
と
し
て
、
本
区

の
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

1

本
区
に
あ
け
る
高
齢
化
、
情
報
化
、
国
際
化
な
ど
、
社
会
の

急
激
な
変
化
に
伴
う
区
民
の
学
習
需
要
に
対
応
し
、
家
庭
教
育
、

学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
・
社
会
体
育
を
充
実
し
、
地
域
社
会

と
も
密
接
な
速
携
を
図
り
、
区
民
の
生
涯
に
わ
だ
る
学
習
意
欲

に
応
え
ま
す
。

2

学
校
教
育
に
あ
い
て
は
、
自
他
の
生
命
を
尊
び
、
心
身
と
も

に
健
全
で
、
社
会
還
帯
意
識
を
持
ち
、
広
く
国
際
社
会
に
お
い

て
信
頼
と
尊
敬
の
得
ら
れ
る
区
民
の
育
成
を
目
指
し
、
生
涯
学

習
の
基
礎
を
培
い
ま
す
。

と
り
わ
け
、
教
育
条
件
整
備
に
引
き
続
き
努
力
す
る
と
と
も

に
、
時
代
の
変
化
に
即
し
だ
教
育
内
容
の
＿
層
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

3
社
会
教
育
・
社
会
体
育
に
あ
い
て
は
、
区
民
の
生
涯
を
適
じ

た
自
己
実
現
と
生
き
が
い
の
あ
る
社
会
生
活
を
営
む
だ
め
、
あ

ら
ゆ
る
機
会
や
場
を
活
用
し
、
区
民
の
多
様
な
学
習
意
欲
を
充

足
す
る
こ
と
の
で
き
る
諸
施
策
の
推
送
を
図
り
ま
す
。

五
二
五
万
円

平
成
八
年
度
教
育
予
算
が
、
三
月
の
区
議
会

定
例
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う

ち
、
子
供
た
ち
の
教
育
活
動
に
関
連
の
あ
る
主

な
も
の
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

小
学
校
は
嬬
恋

・
箱
根

・
鎌
倉
、
中
学
校
は

軽
井
沢

・
保
田
で
実
施
さ
れ
る
、
宿
泊
を
伴
う

行
事
の
予
算
で
す
。

教

育

予

算

ぼ、一—乙氏＇峯る峯‘

しい時代に対応した教育を目指してぃ，巧J

一平成8年庄竺二に」

プ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
関
係

一
、
五
三
九
万
円

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
の
校
舎
や
校
外
施
設

等
の
改
修
、
環
境
整
備
、
安
全
確
保
の
徹
底
を

図
る
た
め
の
経
費
で
す
。

子
供
た
ち
の
学
習
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
る

た
め
の
備
品
を
、
計
画
的
に
購
入
し
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
の
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
市
の
中

学
生
と
の
相
互
交
流
、
教
員
の
受
け
入
れ
及
ぴ

小
学
校
に
お
け
る
在
日
外
国
人
学
校
と
の
交
流

等
、
海
外
交
流
の
充
実
や
国
際
理
解
教
育
に
必

要
な
経
費
で
す
。

区
立
中
学
校
三
年
生
を
対
象
に
、
習
熟
度
に

差
の
出
や
す
い
教
科
の
学
力
補
充
を
目
的
と
し

て
、
テ
ィ
ー
ム

・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
及
ぴ
補
充
学

習
等
を
実
施
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

海
外
交
流
・
国
際
理
解
教
育
関
係

三
‘

1

0
二
万
円

ー
ハ
三
万
円

備
品
等
整
備

施
設
改
修

五、

二
億
ハ
、
四
六
四
万
円

（
概
要
）

鎌
倉
臨
洒
学
園
は
平
成
八
年
度
休
園
し
ま
す

千
代
田
区
立
鎌
倉
臨
海
学
園
は
、
入
園
児
童

数
が
減
少
し
た
た
め
、
平
成
八
年
度
は
休
園
と

し
ま
す
。

な
お
、
今
後
学
園
へ
の
入
園
を
希
望
さ
れ
る

児
童
の
保
護
者
の
方
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

学
務
課
学
務
係
（
内
線
3
1
3
1
1
2
)

校章

軽
井
沢
少
年
自
然
の
家
の
利
用
に
つ
い
て

園 章

万
人
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る

麹
町
小
学
校
・
幼
稚
園
で
は
、
校
章
・
園
章
の
制
定
に
あ
た
り
、
「
校
歌
・
園
歌
、
校
章
・
園
章
制
定

委
員
会
」
で
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
去
る
三
月
十
三

H
に
開
催
さ
れ
た
同
委
員
会
に
お
い
て
、
同
小
学
校
・
幼
稚
園
の
校
章
・

園
章
を
左
記
の
と
お
り
に
す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
、
校
長
が
こ
れ
を
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
校
章
・
園
章
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
フ
リ
ー
・
ラ
ン
サ
ー
の
湯
原
明
紀
氏
に
よ
る
も
の
で
、
百
花
開

く
中
で
気
高
く
咲
き
匂
う
「
桜
」
と
「
菊
」
、
万
緑
の
中
で
青
々
と
繁
る
「
桐
」
の
持
つ
姿
・
形
の
美
し

さ
、
香
気
、
品
位
に
、
同
小
学
校
・
幼
稚
園
の
新
た
な
発
展
と
子
供
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
に
対
す
る

願
い
を
託
し
ま
し
た
。

こ
の
新
し
い
校
章
・
園
章
が
、
「
桜
」
や
「
菊
」
や
「
桐
」
の
よ
う
に
、

こ
と
を
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

左
記
の
期
間
中
、
川
崎
市
立
中
学
校
が
使
用

し
ま
す
。
期
間
中
は
軽
井
沢
少
年
自
然
の
家
の

利
用
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

（
た
だ
し
、
メ
レ
ー
ズ
軽
井
沢
は
利
用
で
き
ま

す。）
•
平
成
九
年
一
月
ニ
―
B

（
火
）1
二
三
日
（
木
）

同
一
月
二
八
日
（
火
）

1
三
O
B
（木）

同

二

月

四

日

（

火

）

1

六
B
（木）

＼
 

教
育
委
員
（
教
育
長
）

井

澤

＿

弘

教
育
委
員

横

山

安

宏

教
育
委
員

小

林

泰

而

教
育
委
員
長
職
務
代
理

曽

根

史

子

教
育
委
員
長

栗

岩

英

雄

平成 8年度学級数・在籍者数等

平成 8年 5月 1日現在
（小 ・中学校は学校基本馴査による）

： 
在籍者数 ： 前年度比区分 学級数 新入生数 前年度比

幼稚園 29 153 △ I 396 △ 3 

小学校
97 361 

△80 
2,974 

△234 
(I) (0) (3) 

中学校
46 496 

△69 
I,600 

△78 
(I) (I) (I) 

教

育

委

員

紹

介

三
月
二
十
八
日
付
で
、
教
育
委
員
会
は
次
の

よ
う
な
構
成
に
な
り
ま
し
た
。

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社
会
環
境
に
対
応

す
る
た
め
に
、
諸
施
策
の
推
進
に
今
後
も
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

四
月
、
各
小

・
中
学
校
、
幼
稚
園
で
入
学

（
園
）
式
が
行
わ
れ
、
平
成
八
年
度
の
教
育
活

動
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

入
学
（
園
）
式
当
日
、
新
入
生
は
期
待
と
不

安
の
入
り
混
じ
っ
た
顔
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
で
は
す
っ
か
り
新
し
い
生
活
に
も
慣
れ
、
元

気
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

入

学

・

進

級

（ ）内は心障学級数、外数

3
 

2
 



千
代
田
区
で
は
、
今
年
度
か
ら
適
応
指
導
教

室

『白
鳥
教
室
』
を
開
室
し
ま
し
た
。
こ
の
名

称
は
千
代
田
区
の
鳥
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
す
。

◇
適
応
指
導
教
室

r
白
鳥
教
室
」
と
は
、

＊
学
校
に
行
く
時
間
に
な
る
と
体
調
が
悪
く
な

る。
＊
休
み
明
け
に
登
校
す
る
の
が
苦
痛
に
な
る
。

＊
心
配
ご
と
や
不
安

・
悩
み
が
あ

っ
て
学
校
を

休
む
こ
と
が
多
い
。

＊
は
っ
き
り
し
た
理
由
は
な
い
が
学
校
を
休
ん

で
し
ま
う
。

＊
家
の
中
に
こ
も

っ
て
人
に
会
い
た
が
ら
な
い
。

＊
登
校
で
き
な
い
こ
と
を
悩
ん
で
何
と
か
し
よ

う
と
思
う
と
苦
し
く
な
る
。

な
ど
、
ど
う
し
て
も
学
校
に
行
く
こ
と
が
で
き

な
い
子
供
や
学
校
を
休
み
が
ち
な
子
供
の
た
め

の
教
室
で
す
。

こ
の
白
鳥
教
室
に
は
、
自
分
の
学
校
に
籍
を

置
い
た
ま
ま
転
校
し
な
い
で
通
う
こ
と
が
で
き
、

保
護
者
や
学
校
と
密
接
に
連
絡
を
取
り
合
い
な

が
ら
、
子
供
た
ち
を
援
助
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
教
室
は
、
千
代
田
区
内
の
小
・

中
学
生
で
前
記
の
よ
う
な
心
配
ご
と
や
悩
み
を

も
つ
子
供
た
ち
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

◇
活
動
内
容
は
、

こ
こ
で
は
、
専
門
の
相
談
員
や
指
導
員
に
よ

一

あ
る
授
業
風
景

「

m
looki

n
g
 f
o
r
 a
 si

ngle r
o
o
m
 

wit
h
 
b
at
h
.
 

C

バ
ス
付
き
の
シ
ン
グ
ル
を
探
し

て
い
る
の
で
す
が
）

H
o
w
m
u
c
h
 is
 it
?
 

（
あ
い
く
ら
で
す
か
）

S
o
r
r
y,
w
e
'r
e
 f
u
―-. 

（
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
満
室
で
す
）

板
書
さ
れ
だ
英
文
を
A
し
T
(
A
s
si

st
a
nt

L
a
n
g
u
a
g
e
 T
e
a
c
h
e
r
外
国
人
指
導
助

手
）
の
先
生
の
あ
と
に
つ
い
て
発
音
練
習
す
る

こ
と
で
授
業
が
始
ま
り
ま
す
。
授
業
は
英
語
を

使
っ
て
の
ホ
テ
ル
探
し
の
活
動
で
す
。
ま
ず
、

英
語
の
先
生
と

A
L
Tの
先
生
ガ
あ
｛
各
と
ホ
テ

ル
の
受
付
と
に
分
か
れ
て
演
じ
る
寸
劇
を
見
ま

す
。
対
話
の
内
容
を
理
解
し
だ
と
こ
ろ
で
、
板

書
さ
れ
た
英
文
の
練
習
で
す
。
泊
ま
り
た
い
タ

イ
プ
の
部
屋
が
空
い
て
い
る
か
ど
う
か
、
宿
氾

料
金
の
尋
ね
方
、
予
約
の
表
現
を
覚
え
ま
す
。

り
、
心
配
ご
と
や
悩
み
な
ど
の
相
談
、
個
々
の

子
供
に
応
じ
た
学
習
、
卓
球
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
、

グ
ル
ー
プ
で
の
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
、
人
と
の
か
か
わ
り

や
集
団
生
活
へ
の
適
応
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、

学
校
生
活
へ
の
復
帰
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

◇
教
室
の
開
室
時
間
は
、

原
則
と
し
て
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
三
時
三
十
分
ま
で

と
し
ま
す
が
、
個
々
の
子
供
の
状
況
に
応
じ
て

時
間
を
設
定
し
ま
す
。
学
校
が
休
み
の
期
間
は

教
室
も
休
み
と
な
り
ま
す
。

◇
開
設
場
所
は
、

千
代
田
区
立
教
育
研
究
所
教
育
相
談
部
内

内
神
田
ニ
ー

一
ー
八

総
合
体
育
館
内
五
・
六
階

◇
入
級
の
手
続
き
は
、

保
護
者
か
ら
学
校
長
を
通
じ
て
教
育
研
究
所

長
に
申
し
込
み
ま
す
。
あ
る
い
は
、
直
接
、
教

育
研
究
所
長
に
申
し
込
ま
れ
て
も
結
構
で
す
。

◇
問
い
合
わ
せ
は
、

教
育
研
究
所
教
育
相
談
部
内

『白
鳥
教
室
』
（6
三
二
五
六
ー
八

一
四
0

)

ま
た
は
、
各
学
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

さ：長ふ：、李

::: 
9 ヶ． 冷ヽ;'‘·•ヘ＇、
丸 •，:'.:. ;. : 
芦勺屯戸令勾

国
際
理
解
を
深
め
る
だ
め
に
言
葉
の
果
だ
す
役
割
は
大
変
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
か

ら
始
ま
っ
た
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
市
と
の
交
流
で
も
、
派
選
さ
れ
だ
中
学
生
だ
ち
は
言
葉
の
大

切
さ
を
等
し
く
痛
感
し
て
帰
国
し
ま
し
だ
。
国
際
化
が
進
む
中
で
、
他
国
の
人
々
と
心
を
通
わ
せ

る
だ
め
の
外
国
主
00

の
学
習
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
本
区
の
中
学
校
で
は
生
き
だ
英

会
話
の
学
習
を
目
指
し
て
、
外
国
人
講
師
も
指
導
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
れ
ガ
ら
の

国
際
社
会
に
生
か
せ
る
英
語
教
育
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
ガ
、
長
い
間
英
語
教
育
に
携
わ

っ
て
こ
ら
れ
だ
練
成
中
の
須
田
昌
義
先
生
に
説
明
し
て
い
だ
だ
き
ま
し
だ
。

言
い
方
を
一
遅
り
練
習
し
だ
後
で
、
生
徒
は
郎

屋
を
探
す
お
客
と
ホ
テ
ル
の
受
付
に
分
か
れ
ま

す
。
ホ
テ
ル
の
受
付
を
希
望
し
だ
生
徒
が
教
室

に
一
＿
＿
つ
の
ホ
テ
ル
の
カ
ウ
ン
タ
ー
を
作
り
ま
す
。

＿
＿
人
の
先
生
の
助
け
を
借
り
な
が
ら
、
あ
客
に

扮
し
だ
生
徒
が
こ
の
三
つ
の
ホ
テ
ル
を
次
々
を

尋
ね
て
、
希
望
す
る
タ
イ
プ
の
郎
屋
で
一
番
料

金
が
安
い
芭
屋
を
探
し
ま
す
。
ホ
テ
ル
を
決
め

だ
後
で
先
生
か
ら
手
渡
さ
れ
た
ド
ル
紙
幣
（
も

ち
ろ
ん
本
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
で
料
金
を
支

払
い
、
那
屋
の
キ
ー
を
受
け
取
り
ま
す
…
…

こ
れ
は
今
川
中
学
校
で
行
わ
れ
た
英
主
00

の
授

業
の
一
コ
マ
で
す
。
こ
の
研
究
授
業
は
干
代
田

区
の
中
学
校
英
語
研
究
会
と
小
中
国
際
理
解
教

育
研
究
会
と
の
合
同
で
行
わ
れ
ま
し
だ
。
小
学

校
の
先
生
方
の
参
加
も
多
く
、
参
加
者
は
生
徒

ガ
英
語
を
楽
し
ん
で
話
し
て
い
る
姿
を
見
て
、

直
言
量
雪
量
瓢

生徒同土で楽しい英会話（麹町中）
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一

千
代
田
区
指
定
文
化
財

千
代
田
区
に
は
、
数
多
く
の
歴
史
的
な

文
化
遺
産
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
豊
か
な
文
化
遺
産
を
守
り
、
後
世

に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
五
十
九

年
四
月
に
「
千
代
田
区
文
化
財
保
護
条
例
」

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
の
中
で
、
国
や
都
の
指
定
を

受
け
た
も
の
以
外
で
、
区
に
と
っ
て
特
に

重
要
な
文
化
財
を
「
区
指
定
文
化
財
」
と

し
て
指
定
す
る
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
区
の

指
定
文
化
財
の
指
定
を
開
始
し
ま
し
た
。

今
回
か
ら
、
シ
リ
ー
ズ
で
区
の
指
定
文

化
財
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

は
な
ぶ
さ
い

っ
ち
ょ
う

英

一

蝶

筆

六

曲

屏

風

一

双

有
者
日
枝
神
社
（
永
田
町
ニ
ー
十
ー
五
）

昭
和
六
十
一
年
七
月
一
日
指
定
）

英
一
蝶
（
一
六
五
ニ
ー
l

七
二
四
）
は
、

胃
冒
尉

5

も

ユ

ー

モ

ア

を

取

り

入

れ

て

洒

脱

な

作

．

;

5

 

を

残

し

、

元

禄

期

の

江

戸

を

代

表

す

る

｀

｛
＜
 

流
画
家
と
し
て
人
気
を
集
め
る
よ
う
に

1

り
ま
し
た
。

►

明
石
（
左
隻
）
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最
近
の
英
語
教
育
の
指
導
法
に
納
得
し
だ
様
子

で
し
だ
。
こ
の
授
業
の
中
に
現
在
の
干
代
田
区

の
中
学
校
英
語
教
育
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
英
語
を
実
際
に
使
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
習
得
さ
せ
よ
う
と
す
る
姿
勢
、
授
業
を
一
人

で
な
く
複
数
の
指
導
者
で
き
め
細
か
く
行
う
と

い
う
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
考
え
方
で
す
。

二
使
え
る
語
学
力
を
目
指
さ

国
際
化
が
珪
む
中
で
、
国
際
語
と
し
て
の
英

語
の
果
だ
す
役
割
は
ま
す
ま
す
増
大
し
て
い
く

で
し
ょ
う
。
中
学
校
の
英
語
教
育
の
ね
ら
い
は

英
話
を
聞
き
、
話
し
、
読
み
、
書
く
能
力
の
基

礎
を
育
て
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
従
来
、
英
話

を
聞
い
だ
り
、
話
し
た
り
す
る
こ
と
へ
の
取
り

組
み
が
不
十
分
で
あ
っ
だ
と
い
う
反
省
か
ら
文

字
を
中
心
と
し
た
学
習
だ
け
で
な
く
、
英
語
の

音
声
を
大
切
に
し
て
「
相
手
の
話
す
こ
と
が
わ

し

ほ

ん

ち

ゃ

く

し

よ

く

げ

ん

じ

も

の

が

た

り

あ

か

し

み

お

つ
く
し
ず

紙
本
着
色
「
源
氏
物
語
明
石

・
澪
標
図
」

千
代
田
区
指
定
有
形
文
化
財
[
絵
画
]

か
る
L

「
自
分
の
言
い
だ
い
こ
と
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
L

能
力
の
習
得
を
目
指
す
授
業
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
今
ま
で
は
英
語
を
覚
え
る
だ
け
で
満

足
し
て
い
た
き
ら
い
が
あ
り
ま
し
だ
。
し
か
し

実
際
に
英
語
を
使
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
国
際
社

会
で
他
の
国
々
の
人
々
と
親
し
く
交
わ
る
こ
と

ガ
で
き
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
だ
め
に
覚
え
だ
英

語
を
教
室
で
実
際
に
使
っ
て
み
る
と
い
う
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
盛
ん
に
授
業
の
中
で

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
だ
。

=
-
A
L
Tの
先
生
の
役
割

干
代
田
区
で
は
現
在
三
人
の

A
L
Tの
先
生

ガ
＿
学
年
、
一
＿
学
年
を
中
心
に
週

l

回
各
学
校

で
教
え
て
い
ま
す
。

A
し
丁
の
先
生
を
教
室
に
迎
え
る
の
は
、
英

語
を
田
国
語
と
し
て
い
る
方
の
英
語
を
耳
に
し

て
英
語
の
リ
ズ
ム
、
ス
ピ
ー
ド
、
発
音
に
慣
れ

だ
り
、
習
得
し
だ
英
語
を
使
っ
て
先
生
と
話
さ

チ
ャ
ン
ス
を
生
徒
に
与
え
る
だ
め
で
す
。
外
国

人
の
先
生
は
表
椙
豊
か
に
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を

使
っ
て
英
語
を
話
し
ま
す
の
で
意
外
に
わ
ガ
り

や
す
い
の
で
す
。
英
語
は
難
し
い
も
の
と
い
う

先
入
観
を
A
し

T
の
先
生
と
の
授
業
は
取
り
除

い
て
く
れ
ま
す
。
ま
だ
、
外
国
の
日
常
生
活
、

文
化
や
考
え
方
な
ど
を
話
し
だ
り
、
生
徒
の
万

か
ら
自
分
の
こ
と
や
家
族
、
地
域
社
会
の
こ
と

を
習
得
し
た
英
語
を
使
っ
て
発
表
し
だ
り
す
る

場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

英
語
を
適
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す

る
こ
と
の
楽
し
さ
を
中
学
校
の
段
階
か
ら
知
る

良
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

指
定
さ
れ
た
屏
風
は
、
源
氏
物
語
の
第

十
三
帖
「
明
石
」
と
第
十
四
帖
「
澪
標
」

を
題
材
と
し
た
物
語
絵
で
、
源
氏
と
明
石

の
君
と
の
間
の
二
つ
の
逸
話
を
、
六
曲
屏

風
一
双
の
両
隻
に
そ
れ
ぞ
れ
描
き
わ
け
た

も
の
で
す
。

左
隻
に
は
、
須
磨
に
隠
棲
し
て
い
た
源

氏
が
都
に
戻
ろ
う
と
す
る
前
夜
、
明
石
の

君
と
和
歌
を
詠
み
、
琴
を
弾
い
て
別
れ
を

惜
し
む
場
面
が
、
ま
た
右
隻
に
は
、
住
吉

神
社
に
詣
で
る
源
氏
の
一
行
と
、
源
氏
の

参
詣
を
知
っ
て
上
陸
せ
ず
そ
の
ま
ま
引
き

返
そ
う
と
す
る
明
石
の
君
の
船
が
描
き
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
こ
の
屏
風
は
、
永
田
町
の
日
枝

神
社
に
収
蔵

・
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
澪
標
・
・・
水
脈
の
深
さ
を
船
に
知
ら
せ
る
た
め
に

立
て
た
杭
の
こ
と
。

◄

澪
標
（
右
隻
）
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コンニチウll沿彗人攣せ
ー・・ - - - - - - - - - - -

前述の「国際社会に生ガせる英話教育」で多少触れましだガ、本区では幼稚園、小学校、中学校の国際理解教育や

英屁教育に3名の外国人講師こよる指導が行われています。今回は3名の講師の方々をご紹介します。

なおこの5月1日付けでウエストミンスター市から派遍教員としてキャサリン・レイン先生が着任しました。これ

ガら 1年間、主として中学校の英語教育を担当します。レイン先生については次号で群しくご紹介しだいと思います。

四
一
人
ひ
と
り
を
生
か
す

L
L授
業

L
L
(
L
a
ng
u
ag
e
 L
e
a
r
ni

ng
言
語

習
得
）
教
室
で
は
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
テ
ー
プ
レ

コ
ー
ダ
ー
と
ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
の
あ
る
机
で
勉
強

し
ま
す
。
そ
こ
で
は
生
徒
が
自
分
の
必
要
に
応

じ
だ
回
数
だ
け
テ
ー
プ
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

笞
濁
教
室
で
は
な
ガ
な
か
で
き
な
い
自
分
の
ペ
ー

ス
で
の
学
習
が
可
能
で
す
。
ま
だ
、
教
師
と
へ

ッ
ド
セ
ッ
ト
を
通
じ
て
結
ば
れ
て
い
ま
す
か
ら

他
の
生
徒
の
活
動
の
じ
ゃ
ま
を
す
る
こ
と
な
く

質
問
し
だ
り
悟
人
指
導
を
受
け
だ
り
す
る
こ
と

ガ
で
き
ま
す
。

対
話
活
動
や
音
読
を
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
行

う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
教
師
は
生
徒
の

活
動
内
容
を
モ
ニ
タ
ー
で
き
、
適
切
な
助
言
を

与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
効
果
が
発
揮
で

き
る
の
も

L
し
教
室
で
の
授
業
で
す
。

L
L機

拐
の
操
作
と
一
斉
授
業
を
担
当
す
る
教
師
と
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
活
動
を
モ
ニ
タ
ー
し
て
生

徒
の
問
違
い
を
訂
正
し
だ
り
発
音
を
矯
正
し
だ

り
し
て
、
生
徒
が
意
欲
的
に
活
動
に
取
り
組
む

ょ
う
激
励
す
る
教
師
と
が
、
二
人
で
チ
ー
ム
を

組
ん
で
授
業
を
行
い
ま
す
。
外
国
人
指
導
助
手

の
先
生
が
後
者
の
役
割
を
担
当
す
る
の
が
理
想

的
で
す
。

籍 醤l担当授業 日 本 の 印 象

カナダ

幼・小の

6年 1国際理解
教育

日本の子供だちの印象は、明るくのび
のびと行動し、なんでもはつきり表現し
ょうとしていることです。小学校では、と
てもたくさんの学習内容があるにもかガ
わらずみんな熱1馴こ勉強しています。
日本人は季節に対する感覚ガとても敏

感だと思います。私の国カナダでは夏と
冬の2つの季節しかありませんので、日本
人のような季節感があまりありません。ま
だ、東京ではffi月のように違つだ花や野菜、
果物が貝られるのでとても楽しいです。

カナダ

中学校の

5年 I英語補助
教員

日本の生徒だちは大部分良い子供だと
思います。大変エネルギッシュで競争的
で何事にも熱心に取り組みます。まだ、
英語についてはゲーム的な学習を好みま
す。このような子供だちを教えるのはと
ても楽しいことです。
日本は美しい緑の国で、伝統的なこと

と現代的なテワノロジーとがバランスよ
く調利しています。東京は世界的な国際
都市ですが、国際感覚をさらに身につけ
ていったら良いと思います。

テビッド・スミス

アメリカ
中学校の

8年 I英語補助
教員

日本の生徒は静かで内気ですが、勤勉
で思いやりがあります。強いものが弱い
ものを助けることもあり、協力的で好奇
心も強いようです。

し力‘し、問違いを恐れる傾向も見られ
ます。日本人は平和的で1中間づくりがう
まく、清潔で友好的です。しかも面倒見
がよく、調和を求める国民だと思います。
争いをきらい、人生や美のはかなさやも
ろさについてとても敏感です。

五
ビ
デ
オ
で
臨
場
感
あ
る
英
誘
学
習

外
国
の
実
際
の
学
校
生
活
や
家
庭
生
活
の
映

像
を
見
て
、
そ
こ
で
話
さ
れ
る
英
語
を
耳
に
す

る
こ
と
は

、

英
話
学
習
へ
の
輿
味
•
関
心
を
高

め
、動
機
づ
け
と
な
り
ま
す
。
映
像
と
音
声
を
通

し
て
、
ま
る
で
外
国
で
英
語
の
学
習
を
し
て
い

る
よ
う
な
臨
場
感
を
持
っ
て
英
語
を
学
習
す
る

.... - - - -
先生2人によるティームティーチング(-橋中）

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
だ
、
外
国
語
の
音
声
の

習
得
に
は
口
や
舌
の
動
き
を
マ
ネ
す
る
こ
と
が

有
効
で
す
が
、
映
像
で
す
と
話
し
手
の
口
の
動

き
を
コ
マ
送
り
で
一
コ
マ
ず
つ
示
す
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
日
本
人
に
と
っ
て
難
し
い
音
の

発
音
の
仕
万
を
映
像
で
分
析
的
に
提
示
で
き
ま

す
。
現
在
で
は
教
科
書
で
学
習
す
る
内
容
に
準

拠
し
だ
ピ
デ
オ
教
材
が
用
意
さ
れ
、
授
業
で
活

用
す
る
体
制
が
で
き
て
い
ま
す
。
頭
出
し
が
容

易
で
、
繰
り
返
し
映
像
と
音
声
を
提
示
で
き
る

操
作
性
の
優
れ
だ
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
を
活
用

す
る
学
校
も
あ
り
ま
す
。
干
代
田
区
の
学
校
で

は
L
L教
室
や
視
聴
覚
教
室
で
ビ
デ
オ
視
聴
t
J

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
キ
ャ
リ
ア

に
テ
レ
ビ
、
V
T
R、
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
を

載
せ
て
、
教
室
に
手
軽
に
運
び
込
め
る
よ
う
エ

夫
し
て
い
る
学
校
も
あ
り
ま
す
。

六
英
語
劇
で
表
現
力
を
高
め
る

団
年
開
佳
さ
れ
る
中
学
校
速
合
学
芸
会
で
は

各
校
ガ
順
番
で
英
声
00

劇
を
上
演
し
ま
す
。
英
語

劇
は
出
演
す
る
生
徒
に
と
っ
て
は
英
語
を
自
分

の
言
葉
と
し
て
操
る
機
会
に
な
り
、
観
客
と
な

る
生
徒
に
と
っ
て
は
英
語
を
聞
い
て
楽
し
む
機

会
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
同
級
生
が
英
語
だ
け

で
三

0
分
近
い
劇
を
演
じ
る
姿
を
見
て
、
多
く

の
生
徒
が
驚
き
感
心
し
、
同
時
に
自
分
も
馴
練

す
る
こ
と
で
同
じ
レ
ベ
ル
に
到
達
で
き
る
の
だ

と
い
う
自
信
と
刺
激
を
受
け
る
貴
重
な
体
験
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
劇
の
内
容
は
民
話
や

よ
く
知
ら
れ
だ
物
語
ガ
ら
取
ら
れ
る
こ
と
ガ
多

い
の
で
、
外
国
の
文
化
や
外
国
の
人
々
の
者
え

方
を
理
解
す
る
こ
と
に
も
役
立
ち
、
ま
だ
我
が

国
の
伝
統
や
文
化
を
紹
介
す
る
機
会
と
も
な
り

ま
す
。
英
語
劇
を
演
じ
た
り
鑑
賞
さ
る
こ
と
は

言
語
を
習
得
す
る
の
に
有
効
で
あ
る
だ
け
で
な

く、

国
際
理
解
に
つ
な
が
る
伺
面
も
持
っ
て
い

ま
す
。英

語
劇
は
授
業
で
も
行
わ
れ
ま
す
。
ワ
＿
フ
ス

を
班
に
編
成
し
て
、
各
班
で
英
語
劇
を
上
演
し

ま
す
。
同
じ
劇
を
各
班
で
競
う
場
合
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
班
で
異
な
る
劇
を
上
演
す
る
場
合
と
が

あ
り
ま
す
。
第
一
学
年
の
―
二
学
期
最
後
の
週
に

行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

一
年
間
の
英
語
学
習

の
成
果
を
発
表
し
、
あ
互
い
に
評
価
し
合
い
、

次
の
段
階
の
学
習
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

七
夢
ガ
広
が
る
今
後
の
外
国
語
学
習

現
在
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
時
代
を
迎
ス
、

ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
の
開
発
・
改
良
は
急
速
に
追

ん
で
い
ま
す
。
ソ
フ
ト
に
つ
い
て
は
ビ
デ
オ
、

レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ワ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
・
ビ
デ
オ

ゲームを楽しみながら英語の学習（九段中）

デ
ィ
ス
ワ

(D
V
D
)
の
時
代
に
移
行
す
る
の

は
間
達
い
な
い
で
し
ょ
う
。
わ
す
ガ
直
径
ー
ニ

セ
ン
チ
の
デ
ィ
ス
ワ
一
枚
に
数
時
間
分
の
映
像

と
音
声
が
記
録
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
中
学
校

で
学
習
す
る
教
材
ガ
数
枚
の

D
V
Dに
収
納
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
現
在
電

機
メ
ー
カ
ー
各
社
は
大
画
面
の
薄
型
表
示
装
置

の
開
発
を
急
い
で
あ
り
、
プ
ラ
ウ
ン
管
方
式
に

替
わ
り
四
〇
イ
ン
チ
で
重
量
わ
ず
ガ
数
キ
ロ
、

厚
さ
数
セ
ン
チ
と
い
う
大
画
面
壁
掛
け
テ
レ
ピ

が
教
室
の
壁
面
を
飾
る
こ
と
に
な
る
ガ
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
う
な
れ
ば

D
V
Dや
パ
ソ
コ
ン
な

ど
の
複
数
の
画
像
を
処
理
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
時
代
に
対
応
し
だ
外
国
語
教

育
の
展
望
が
開
け
て
き
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
世
界
の
人
々
と

交
流
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
外
国
の
姉
妹
都
市

の
中
学
生
と
画
面
を
通
し
て
デ
イ
ベ
ー
ト
を
す

る
と
い
う
授
業
も
夢
で
は
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。
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連
休
中
、
時
間
に
追
わ
れ
る
こ
と
が

な
く
犬
と
の
散
歩
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
た
。
ふ
だ
ん
気
付
か
な
か
っ
た
「
た

ん
ぽ
ぽ
」
が
公
園
や
野
原
に
意
外
に
多

く
、
そ
の
鮮
や
か
な
黄
色
に
目
を
奪
わ

れ
た
。「

た
ん
ぽ
ぽ
」
と
い
う
と
な
ん
と
な
く
明
る

い
感
じ
の
す
る
花
で
あ
る
。
注
意
し
て
見
る
と

あ
ち
こ
ち
の
道
端
や
土
手
、
石
垣
の
間
や
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
の
継
ぎ
目
に
も
元
気
よ
く
花
を
咲
か

せ
て
い
る
。
日
照
り
や
雨
に
も
強
く
、
種
類
は

全
国
で
二
十
種
に
も
及
ぷ
と
聞
い
て
い
る
。

花
の
つ
く
り
は
、
お
し
べ
と
め
し
べ
が

一
緒

に
な
っ
て
い
る
「
舌
状
花
」
と
い
う
花
び
ら
が

た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
、
花
（
花
頭
）
を
作
っ
て

い
る
。日

が
照
る
と
開
き
、
天
気
の
悪
い
日
や
夜
に

．．． 

な
る
と
す
ぽ
む
。
花
の
あ
と
種
子
が
白
い
冠
毛

（
綿
毛
）
を
つ
け
て
風
に
舞
う
。
こ
れ
を
「
蒲

ん

ぽ

ぼ

わ

た

公
英
の
葉
」
と
い
う
そ
う
だ
。

た
ん
ぽ
ぽ
は
、
人
に
踏
み
つ
け
ら
れ
て
も
、

ま
た
起
き
上
が

っ
て
伸
ぴ
、
新
し
い
花
を
咲
か

せ
て
、
綿
毛
を
遠
く
へ
飛
ば
し
新
し
い
仲
間
を

作
る
の
で
あ
る
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
、
学
校
に
も
職
場
に
も

希
望
を
抱
い
て
多
く
の
人
た
ち
が
、
入
学
し
た

り
着
任
し
た
り
す
る
。

た
ん
ぽ
ぽ
の
よ
う
に
明
る
く
、
豊
か
に
、
た

く
ま
し
い
人
に
な
り
、
ど
こ
に
い
て
も
精
一
杯

生
き
て
、
明
る
く
さ
わ
や
か
な
花
を
咲
か
せ
る

人
に
な
っ
て
欲
し
い
と
願
う
。
少
し
ぐ
ら
い
辛

， 

い
こ
と
や
嫌
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
負
け
ず
に
頑

張
っ
て
欲
し
い
も
の
だ
。

八
年
前
、
国
語
の
研
究
で
講
師
を
依
頼
さ
れ

て
い
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
年
の
四
月
に
採
用
さ
れ
た
新
卒
の
女
性

教
員
が
、
学
級
経
営
も
ま
ま
な
ら
ぬ
う
ち
に
、

校
内
で
国
語
の
研
究
授
業
を
す
る
こ
と
に
な
っ

て
、
校
長
の
勧
め
で
、
私
の
と
こ
ろ
に
授
業
の

相
談
で
尋
ね
て
き
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

子
供
た
ち
の
掌
握
も
う
ま
く
い
か
な
い
の
に
、

研
究
授
業
が
回
っ
て
き
て
、
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
と
い
う
悩
み
の
相
談
で
あ
っ
た
。

希
望
に
燃
え
て
教
師
に
は
な
っ
た
が
、
学
級

経
営
で
暗
礁
に
乗
り
上
げ
て
し
ま
い
、
す
っ
か

り
自
信
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。

周
囲
は
と
い
う
と
、
経
験
豊
か
な
教
師
が
多

か
わ
に
し
や
す
み
ち

区
立
小
学
校
長
会
長

区
立
幼
稚
園
長
会
長

想随

き
よ
う
い
く

く
、
こ
の
ま
ま
で
は
教
師
を
や
め
ざ
る
を
得
な

い
と
い
う
の
で
あ
る
。

誰
し
も
一
度
は
突
き
当
た
る
厚
い
壁
だ
が
、

多
く
の
人
が
そ
こ
か
ら
は
い
出
し
、
教
師
生
活

を
再
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
も
の
だ
。

そ
こ
で
自
分
な
り
に
教
材
を
読
み
こ
な
し
て

く
る
こ
と
を
約
束
さ
せ
、
一
週
間
後
に
再
度
訪

れ
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

二
回
目
は
、
授
業
で
取
り
上
げ
る
と
こ
ろ
を

自
分
な
り
に
考
え
、
範
囲
を
絞
ら
せ
た
と
こ
ろ
、

指
導
目
標
が
具
体
化
し
て
き
て
、
授
業
の
内
容

が
明
確
に
な
っ
て
き
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

そ
の
時
に
、
二
年
生
の
教
材
「
た
ん
ぼ
ぽ
の

ち
え
」
の
教
材
内
容
を
紹
介
し
た
。

「
き
れ
い
に
咲
い
て
い
る
た
ん
ぽ
ぽ
も
咲
き

終
わ
る
と
し
ぽ
ん
で
黒
っ
ぽ
い
色
に
な
り
、
花
の

軸
は
ぐ
っ
た
り
と
地
面
に
倒
れ
て
し
ま
う
が
、
枯

れ
た
の
で
は
な
く
、
軸
を
静
か
に
休
ま
せ
て
種
子

に
た
く
さ
ん
の
栄
養
を
送
り
続
け
て
い
る
」
と
。

当
日
の
授
業
は
、
子
供
の
活
動
が
明
確
に
な

り
成
功
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
か
っ
た
。

講
評
の
折
、
次
の
句
を
書
き
、
贈
っ
た
。

ふ
ま
れ
て
も

な
お
た
ん
ぼ
ぽ
の
笑
顔
か
な

今
は
結
婚
し
て
一
児
の
母
と
な
り
、
教
師
を

続
け
て
い
る
と
聞
く
。

希
望
に
満
ち
た
平
成
八
年
度
が
始
ま
り
ま
し

こ。f
 ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
が
過
ぎ
て
小

・
中
学

校
の
移
動
教
室
や
嬬
恋
自
然
体
験
交
流
教
室
が

一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
、
・
ま
た
、
中
学
校
の
修
学

旅
行
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
秋
に
海
外
交
流
教
育
と
し
て
、
中
学
生

の
代
表
が
イ
ギ
リ
ス
の
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー

へ
派
遣
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
五
月
に
は
ウ
エ

ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
の
中
学
生
十
名
が
来
日
し
ま

し
た
。
十
一
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
な
ど
を
体
験
し
な
が
ら
中
学
生
同
士
の
交

流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
交
流
の
様

子
に
つ
い
て
は
次
号
の
「
か
け
は
し
」
で
詳
し

く
ご
紹
介
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

｀

幼
稚
園
、
小

・
中
学
校
で
は
、
今
年
度
も
多

彩
な
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
思
い

ま
す
。
「
か
け
は
し
」
で
は
、
子
供
た
ち
の
生
き
生

き
し
た
姿
を
皆
さ
ん
に
お
伝
え
で
き
る
よ
う
に

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

「
か
け
は
し
」
に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感

想
・
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

教
育
広
報
r
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し
至
第
二
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四
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